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社 会教 育 課 長 保坂 哲也 義 務 教 育 課
スポーツ健康課長 丸山 正雄 義務教育指導監

学力向上対策監 初鹿野 仁
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教 育 監 青柳 達也
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委 員

会 議 要 旨

議 案
２０１９年度山梨県教科用図書選定審議会委員の委嘱・任命について

　議案第１号については、個人情報に関することであるため非公開としたい旨が教育長から発言
され、出席委員全員が了承のうえ非公開とした。

１報 道

　人事異動により新たに配属された幹部職員及び事務局職員の自己紹介があった。
　新年度にあたり、各委員より自己紹介があった。
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2 ２０１９年度山梨県教科用図書選定審議会に諮問する事項について

三 塚 委 員 特別支援学校だけどうして毎年毎年教科書を選定しているのか。その理由を
教えていただきたい。

【原案どおり決定】

傍 聴 人 ０

第 １ 回定例教育委員会 会議録

開 催 月 日 平成31年4月10日

開 催 時 間 午後 3 00 午後 4 10

開 催 場 所

出 席 委 員 教 育 長 市 川 満
教育長職務代理者 野 田 清 紀
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２点。１点目は、国公立、私立は別基準で定めるのか。
２点目は、「教育委員会は指導、助言、援助を行う際に毎年度選定審議会を
設置し・・」とあるが、強制権はあるのか。こういうふうにしなさいとか、
おそらく問題となるのが、山梨はあまりないが、歴史教科書についてはもめ
た所があったと思う。エリアで決めたとしても、俺の所は絶対これという意
見が出た場合、そういったことを指導したり、また、これを使いなさいと
いった強制権があるのかどうなのか。

市川教育長 考え方とか、基準とか、それを基に市町村がそれを見ながら教科書を選ぶ。

三 塚 委 員

市川教育長 例えばＡという教科書にはこういう記述があるなど、比較ができるようなも
のを作っていくということで良いか。

４項目をやるのであって、教科書を決めるわけではない。

加 藤 委 員 範囲を決めてやるということか。

中 込 課 長 全て変わるわけではないが、フォントの大きさとか、本の見える視力とか、
そういうところが変わってくるので、それに対して対応していくということ
になる。

三 塚 委 員 障害を抱えている子どもたちの対応の仕方が、毎年毎年、変わっていく中
で、それに対応するためには、教科書は、それに合わせてやっていかなけれ
ばいけないという、ざっくりとすればそういう考え方で良いのか。

加 藤 委 員 あくまでも継続性は、教わるほうからすれば継続性の一つ。審議委員さんは
どういう理解力を持った人たちが選ぶのかということを聞きたかった。

三 塚 委 員 承知した。

加 藤 委 員 教科書は年々変わるということだが、教わる子どもにとっては継続性がある
わけで、このことについて、審議する側は、その辺のことをよく理解し、そ
の中で審議してもらわなければ困るが、ここはどうなるのか。

中 込 課 長 毎年変えるということではなく、今年度は指導要領の改訂で１年で変える
が、通常は４年間同じ教科書を使用することになるため、委員の指摘のよう
に、状況を見た上で、十分な審議をいただくようお願いしていく。

加 藤 委 員 枠を決めるということか。

この審議会では、教科書そのものを決めるわけではなく、教科書は市町村の
委員会が決めるので、あくまでもその市町村が選ぶ際の基準などを提示す
る。

中 込 課 長 比較するための資料を作成しているということだ。

加 藤 委 員 承知した。

中 込 課 長 支援学校については、フォントの大きさとか、その子の障害とか、状況に応
じて採択が必要になり、その状況を把握した中で採択をするということで、
毎年、状況に合わせて採択をするので１年ごとということになっている。

三 塚 委 員 要するに毎年毎年支援学校の子どもの状況が変わるという解釈で良いのか。
その障害の抱えている状況が。

中 込 課 長 そういうことでよい。

市川教育長

野 田 委 員
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２ な　　し

３
平成３１年度山梨ことぶき勧学院の入学式について

［説明］ 社会教育課

去年から何か変わったか。

都道府県教育委員会が目録を送付する相手としては、国・私立学校長も入る
ということでよいのか。

中 込 課 長 はい、そうだ。

【原案どおり決定】

報 告 事 項

その他報告
(1)

中 込 課 長 １点目、これはいわゆる公立の学校に対しての諮問であり、国立等は別の採
択をすることになる。
２点目については、今回、諮問する内容の項目を選定して、それに対して資
料の提供をお願いするシステムなので、それについては各地区の採択協議会
が採択することになる。

市川教育長 国・私立学校長が採択ということになっているが。

野 田 委 員 国立も私立も、教育委員の指導の下にあるみたいな格好なので聞いたが、別
基準なのか。

中 込 課 長 指導・助言・援助は行うが、採択については国立、私立は別なので、そちら
の採択権者がいる。

中 込 課 長 目録の送付は行う。

市川教育長

野 田 委 員 それは学校ごとで良いのか。

市川教育長 国と私立学校は、目録の送付や、指導・助言・援助する対象ではないという
理解なのか。

勧学院については、今年から、時代にあって、より良いものにしていこう
と、企画運営会議を立ち上げた。時代に合い、高齢者や社会のニーズに合っ
たものに変えていこうと検討している。
また、アンケートを行い、約半数以上の方たちが地域に対して、いろんな形
で貢献活動を行っているという結果であった。読み聞かせとか、登下校の指
導とか、さらに高齢者の方への体操指導などもあった。また、心うたれた話
だが、その教室の地域の中に発達障害の子どもがいて、どう声を掛けていい
か分からなかったが、ちょうど心理学の講座があり、その中でそういった方
たちへの言葉掛けなどを、仲間内で学ぶといったこともあった。必修講座の
地域貢献では、実際に学校へ家庭科の縫製の手伝いをしたなど、本当に様々
な形で地域貢献をしているということが改めて調査で分かった。

中 込 課 長 学校ごとだ。

三 塚 委 員

三 塚 委 員 良かった。

保 坂 課 長
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保 坂 課 長 卒業後も学び続けたいという方たちが新聞紙上でも時々取材されているが、
例えば、富士東部のほうでは当時の学級担任と共に学びのサークルを立ち上
げたり、それは入学式や卒業式の場を通じて勧誘活動も行っている。
また、平成２６年から学習活動全体発表会を実施し、各教室ごと、何を学ん
でいるかなど発表し、お互いを高め合っている。
観光の話があったが、今年峡東地区では、自分たちでそれぞれテーマを決
め、例えば、笛吹権三郎伝説を聞き、実際にクッキーを作るなど、こういう
ものをしたらどうかという地域活性に結びつくような提言をしたり、大月で
は、郡内騒動、これを次代の子どもたちに伝えるべく、実際に騒動があった
所をチームごと歩き、パワーポイントを使って発表したなどという活動なん
かも聞いている。

武 者 委 員 関連して、大月市では、５年前から市長の声掛けで地域起こしの一つとして
未来協議会というのを発足した。特に、大月の子どもたちの教育について
やっていこうということで、学童保育のところに我々が行って、子どもたち
と一緒に先生以外の者と遊んだり、昔遊びをしたりした。また、職場体験で
は、実際に通常の中学で行う職場体験の前に、うちの職場ではこんなことを
していますよという夢カードというものを書いて、学校に貼り出し、実際に
職場に行く前にその人たちが各クラスで講演を行って、それから職場体験を
するという、かなり濃密なことをしている。非常に学校の先生からも好評
だった。そういったところにことぶき勧学院の卒業の方たちが今後、参加で
きるようにというプロジェクトを考えている。
また、広報などを通じて大月仕事人といって、こんな隠れた仕事人がいます
よといったこと、この３本立てでこの２年間やってきたが、今年度は、勧学
院の卒業生がたくさんいらっしゃるということなので、その方たちにぜひお
おいに参加してもらって、地域貢献のことをやっていただこうという企画が
ある。そういったことを勧学院の方たち、ほかの市町村の方などに広めてい
ただければと思う。

市川教育長 観光部との接点とか、施策といったことはあるのか。

保 坂 課 長 やはり甲府のほうは非常に人気がある。広報に載った瞬間に各教室の電話が
鳴るという状況。生涯学習と違って学校形式で目的に向かって、カリキュラ
ムに沿って入学から卒業という形を取っているので、全員受け入れるわけに
はいかない。そういった場合は、近くの教室を紹介することもある。
残念ながら年金受給年齢とか、元気なお年寄りが増えてずっと働き、働き続
ける高齢者が増えているという関係もある。甲府地区以外の高齢者が元々少
ないところとか、例えば、元気な高齢者が畑を息子たちがしないから代わり
にするといった峡東地区ではなかなか人が集まりにくい現実もある。

佐 藤 委 員 地域によって課題も違うが、こういった方たちがいろんな地域にそれぞれ活
躍していただけると、子どもたちにとっても幸せだと思う。

野 田 委 員 私も３０年ぐらい前に甲府青年会議所で山の都大学と市民大学の運営委員長
をやっていたが、そこではことぶき勧学院と単位の乗り入れなどを行った。
今見ると、ここ２年で終わり、しかも８千何百人も卒業された方がいる。
もっと勉強したい、継続してやりたい方とか、そういう受け入れるものがな
いのかと思うが。例えば、今、山梨県は観光立県で行こうとしているが、そ
うした時にボランティアで観光案内ができるボランティア養成講座とか、何
か資格を作ってあげたら、励みになると思うので、そういう工夫を今後考え
ていただければと思う。
これだけ、もう３０年以上続いているから、その先の仕組み、あるいは学び
続ける仕組み、地域に貢献できる仕組みをフォローできるようなものができ
ていけばと思う。そうすれば、山梨県は健康長寿日本一と言うけど、ますま
す元気なお年寄りでそういうことをやりたい人がいると思うので。

佐 藤 委 員 勧学院の卒業生がもう８，３７８人、かなり多数の方がいらっしゃる。しか
も地域貢献をされているとのことで、とても素晴らしいと思った。
地域的なバランスというか、この方たちは地域の偏りはないのか。
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「山梨県スポーツ推進計画（仮称）」素案に対する県民意見提出制度の実施について
［説明］ スポーツ健康課

武 者 委 員 数年で移行するという形でもよいのではないか。

(2)

市川教育長 今回の特徴は、基本的にはここにあるように国のスポーツ計画を参酌すると
いうことになるが。

丸 山 課 長 国でスポーツ基本計画を作っており、そちらを参考にするということにな
る。その中で、国でも「する」「みる」「ささえる」スポーツとうたってい
るので、そういったところを取り入れて、例えば基本方針のⅢ、生涯スポー
ツの推進がこちらの基本方針の大きなところになるが、スポーツの県の意識
啓発と参画するための取り組みの具体的な方策として、一人一スポーツの推
進とあり、「みる」スポーツへの参画ということを入れている。
また基本方針Ⅴ、スポーツを通じた地域の活性化の中の一番下の「ささえ
る」スポーツの機会拡大では、「ささえる」スポーツとして、情報提供だっ
たり、スポーツボランティアの充実を具体的方策として入れている。
その他、今回の推進計画の中に新たな内容として、Ⅳ番の「競技力の向上」
の中の障害者のスポーツ活動の推進については、政策項目として入れ、また
そのほか基本方針Ⅰの「子供のスポーツ機会の充実」の中の、持続可能な運
動部活動の構築ということで、一昨年度末に山梨運動部活動ガイドラインを
作成したので、こういった新たな考え方も計画の中に入れていこうと検討を
進めているところ。

市川教育長 オリンピック、パラリンピックについても。

保 坂 課 長 特にないが、それなりの方がいるので、提言という形で関わっている可能性
もある。

加 藤 委 員 我々が考えているのはそっちのほう。

三 塚 委 員 ６０歳というのはまだ働いている人たちなので、６５歳以上ぐらいって、変
えたほうが良いのではないか。概ねではあるが、そうしないと整合性が取れ
ないのではないか、勧学院という。

３０年前と違うから。

加 藤 委 員

三 塚 委 員 基本的な国の考え方が生産人口というのは１５歳から６５歳で、老人がもっ
と働けるような時代にしなければいけないということなので、６５歳以上を
何とか生産人口のほうに組み込もうという考え方ではないか。今。

平均年齢７７というと、結構上の人が入っているということか。

【 了 知 】

三 塚 委 員 入学年齢が概ね６０歳とあるが、生産人口年齢が大体１５歳から６５歳と厚
労省は考えているわけなので、６０歳はまだ生産人口に入っている、一般的
に。だから入学年齢、概ねとはあるが、概ねであれば６５歳以上とか、時代
に即した形に変えていかないとまずいのではないか。

保 坂 課 長 また検討していきたい。

野 田 委 員
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丸 山 課 長 計画期間ということで、５年という設定になっている。

野 田 委 員 やらなきゃいけないのか。
傾向が違うが、商工会議所で中期計画の策定委員長をやっていて、１、２、
３、と携わってきて、５年計画を立てた。だけど今５年計画で中期と言える
のか、と言った時に、３年にするか、４年にするかということで、結局４年
に落ち着いた。これだって４年計画でやればいいなと思った。なぜかと言う
と、今年せっかくオリパラの前年ではないか。そういう計画にあたって、オ
リンピック、パラリンピック、また、競技姿勢とか、選手育成とかというの
を下から上げていくのには、４年刻みのピッチのほうがいいんじゃないのか
なと、思う。だから、国が定めたから５年なら５年でやれではなく、県で独
自で４年ピッチで決めて良いのではないかと思うが。その辺はどうなのか、
できないのか。

丸 山 課 長 そちらのほうが分かるような形にしてお示しをさせていただきたい。

武 者 委 員 例えば、今までパブリックコメントと言った時に、いつもホームページだけ
とか、例えば博物館だとそこにだけ募集のポスターが貼ってあるだけで、な
かなか広く県民の人に知らせるということからすると、ちょっと難しいので
はないか、という意見があった。今までどういうふうな形でやって、といっ
た、もう少し知らせるのであれば、こういうことこそマスコミを使って、こ
の期間は連日声がなくても画面を出しているといった情報を提供してもらう
とか、そういうことでなければ、「一応やりました」、「いや、知らなかっ
たよ」ということが結構あった。
なので、是非そういったところでパブリックコメント、せっかくいろいろな
意見を言いたい人もいるでしょうし、充実したものをするためにどのぐらい
集まったかとか、少ないんだったら今度はどういうふうな形に広めていこう
かというのをやっていただければと思う。

野 田 委 員 結構あった、ではなく、ほとんどそうだった、ほとんど全部。幾つか去年も
公募の件があって、応募人数は何人かと聞いたところ、２名だった。それで
公募と言えるのかと。外側への周知徹底というのは、全然足りないと思う。
質問だが、国が定めたスポーツ基本計画参酌とあるが、必ず５年計画なの
か。

丸 山 課 長 はい、５年計画になる。

野 田 委 員 決まっているのか。

丸 山 課 長 オリンピック・パラリンピック教育の推進については、オリンピック・パラ
リンピック教室の開催や、東京オリンピック・パラリンピック等に向けた機
運の醸成というところを進めていきたいということを計画の中にも入れてい
るところ。

三 塚 委 員 情報が少なすぎて、コメントの出しようがないというのが実際のところ。
一つは、どんな資料を揃えているのか全く分からない。それから、ホーム
ページに何を載せるのかも分からない。また、前回がどんなパブコメを取っ
て、どのぐらい集まったのかというのも分からない。
どうなのか。

市川教育長 用意できるのか。

三 塚 委 員 前回のパブコメはどのぐらいあったのか。２６年から３０年の前のもの。パ
ブコメを当然取っていると思うが。その時は、今回のパブコメと同じような
取り方をしているのか。そして今回と前回とはパブコメの取り方が違うの
か。前回はこういう状況で、どのぐらいのパブコメが集まったのかとか、そ
ういうことを教えていただかないと何も分からない。

丸 山 課 長 はい、ありがとうございます。

丸 山 課 長 はい。
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三 塚 委 員 ほかの県も５年間で回しているのか。調査は当然しているだろう。

丸 山 課 長 確かなデータはないが、基本的には５年で回している。

三 塚 委 員 結局、各都道府県マターでやっている。文科省ではそこまでは規程していな
い。各県の計画は各県マターになっているから、各県によって例えば３年計
画で回しているところもあるだろうし、うちみたいに５年計画で回している
ところもある。ほかの県で３年計画で回しているところがあり、４年計画で
回しているところがあれば、そういう時代だから切り替えてもよいのではな
いか。

三 塚 委 員 スポーツ基本法の中にどういうふうにうたっているのか分からない。基本法
の中に定めなさいと、その中に、５年間でやりなさいというのが制度の中に
組み込まれているのかどうなのか。何年間というのは、組み込まれているの
ではなく、各都道府県マターになっているのか、それを聞きたいというこ
と。

野 田 委 員 そうだ。

三 塚 委 員 それは、あなた方が知っていなければいけないことなので、それを教えてく
ださい。

丸 山 課 長 法律では、特に何年間の計画にすることまでは義務付けられてはいないが、
参考にしている国のスポーツ基本計画では、計画の中の５年間ということで
切られているので、その５年サイクルの中で、県と視点が同じかというとそ
こは結果的にはずれてしまっているが、５年間である程度のことを決めてい
こうというところ。

野 田 委 員 ４年サイクルで回せれば、オリンピックイヤーに合わせていろんなものが改
廃できるから良いのではないか、と思った。

三 塚 委 員

野 田 委 員 ４年のほうが、オリンピックにもあってよいのではないか、いう話。

加 藤 委 員 国の指導は、実際どうなっているのか。我々が見てもオリンピックイヤーに
合わせたいろんな展開のほうが期待できる。

三 塚 委 員 先ほどの回答では、国はそんなことは言っていない。各都道府県マターだか
ら、４年ごとで回してもよいのではないか、いう話をしたので、実際どうな
のかと聞いたところ、データは取っていないと言う話なので、それでは意味
がない。

加 藤 委 員 分からないということか。

丸 山 課 長 はい。

三 塚 委 員 それはやるべきだと思う。やらないと議論にならない。

三 塚 委 員 各委員が言っていることは全く一緒で、そこのところを、フレキシブルに柔
軟性を持ってやっていかないと、今までと同じことを踏襲していれば、結局
何も。パブコメにしても、関係者がパブコメを出して、パブコメがこれだけ
ありましたと、その方向に行ってしまう可能性もあるわけだから、本当の県
民の意識を吸い上げるようなパブコメの取り方をしたらどうでかということ
だ。

佐 藤 委 員 ２月、３月にパブコメを取ったのか。

そういったことを調査しなかったならば、議論にならない。事務方で調査を
しておくべきことだ。
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丸 山 課 長 この関係については、今回がはじめてになる。

市川教育長 今からだ。

佐 藤 委 員 この何年間かの中で、総合型地域スポーツグラブの充実を掲げているが、広
がりはあるのか、現状。

丸 山 課 長 １市町村１つは目標にやってきていると思うが、全てのところまでには今現
状では広がりきってはいないが、２２市町村まで設置が進んでいるところ
で、活動を進めていただいているというところだ。
質的充実というのは、増えてきたところについて継続してやっていただける
ような体制を、作っただけではもったいないので、是非、長く続くようなこ
とを何らかの形でやっていければという理念で入れている。

佐 藤 委 員 スポーツクラブが充実すると、持続可能な運動部活動と絡んで大変有益。学
校教育の範疇の中での部活動を極力抑えて、その先、より高度な技術が学べ
る総合型地域スポーツクラブで、やりたい子が、もっと高度な技術を学ぶよ
うにしていくと学校側も助かるし、子どもたち一人ひとりのスポーツの向上
にも寄与できるのではないかと思うので、期待している。

丸 山 課 長 しっかり進めていきたい。

野 田 委 員 山梨、大きいスポーツクラブないよね。

市川教育長 このパブコメというのはなかなか難しい。ホームページも載せてあって、会
議そのものも全てオープンだから、会議の状況は常に誰でもひける状況に
なっている。

市川教育長 数が少ないことについては、常にもっと増やす努力をしなければならない
が、そこに膨大な時間を掛けすぎてもまた・・というのがある。一人ひとり
に見てくれというところまでいくのは余り現実的ではないとした時に、必ず
いろいろな方に知っていただくというのはあるが、それをどこまでやるのか
というのは、案件によって違うかもしれない。

丸 山 課 長 全て資料も載せている。

野 田 委 員 パブコメは毎年やるのか。

市川教育長 目標設定をしたものについて、今年度どうでしたかということについては全
てオープンにしている。

加 藤 委 員 何か接点がないと全部評価できない。こういう計画書で、行った行動を、評
価するには接点がないと。

丸 山 課 長 予定は今のところない。計画を作るに当たっての最終的なパブコメ。

市川教育長 進捗状況はどうしているのか。

丸 山 課 長 進捗状況は意見を求めるというよりも公表している。

市川教育長 計画自体は見直すことになっている。５年間全く一字一句直さないというも
のではない。

丸 山 課 長 そこは、はい。

三 塚 委 員 でもほとんど直してくれない。前の時にもいろいろ言ったが、直したらどう
かと言ったけど全然直さなかった。
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〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

【 了 知 】

加 藤 委 員 普通だと、Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎでちゃんとチェック
があるんだけど、それはいらないということか。

野 田 委 員 さっきのだと本の目次だけ見せられて、どうなの中身はと聞かれているよう
なものだ。

市川教育長 これについては毎年度、進捗状況を出している。

丸 山 課 長 はい毎年度。

三 塚 委 員 これがホームページに全部載るわけか。

市川教育長 それぞれのところに指標があるので、それについては進捗状況は出してい
る。

三 塚 委 員 こういう資料を見せてくれないと話にならないよね。

市川教育長 よろしいでしょうか。

丸 山 課 長 はい。
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